
「AIセンサーとIoTによる

スマート金型工場の実現」

有限会社 エム・エス・情報システム

株式会社 アルコム

令和4年度 先進的AI・IoT活用ビジネス創出実証事業



1．申請者・背景・目的

目
的

◆ 製造・品質課題管理～生産性向上
までをAI・IoTにより標準化・無
人化する「alcom-DX 2.0 プ
ラットフォーム」を開発し生産
性・品質向上を図る。

◆ 将来的には本事業をモデルとして、
他の中小製造業にも、独自の
「DXプラットフォーム」を提供
する。

構成員１：申請者 構成員２

社名
有限会社
エム・エス・情報システム

社名 株式会社 アルコム

事業
概要

システム開発・販売事業、ホーム
ページ制作事業等

事業
概要

超精密金型・部品の設計製作、省力
化機器に使用される部品、冶工具等
の製作販売

所在地 宮城県多賀城市 所在地 宮城県黒川郡大和町

創業 1994年 従業員数 4名 創業 2001年 従業員数 45名

背景
㈱アルコムにおいて人手不足と新型コロナウィルス感染拡大の影響による生
産性の低下は深刻な問題。AI・IoTを駆使し、ロボットや自動化でヒトの業
務の無人化が急務。



2．開発システム 全体図

製造

①金型品質管理 ②射出成形管理 ③製品検査

不具合連絡
在庫管理、確認、

発注
成形・温度条件の設

定、異常通知
AIセンサー搭載、

エッジAI

全体
管理

④各種レポート管理

業務改善報告、不具合報告 など

㈱アルコム 本社工場

オフィス 製造現場

社外

”alcom-DX 2.0 プラットフォーム”

✓リアルタイム

✓一元管理



Before After

✓ 業務記録は紙媒体

✓ 回覧・伝達に時間を
要する事態に

3．開発システム ①金型品質管理

✓ 現場の不具合に関する情報をリアルタイムで
記録→モニター、メールで共有

✓ 起票はグーグルフォーム

✓ 対策を記録し、対策の有効性をレビュー→
同様の不具合再発を未然に防止→自工程完結

不具合連絡のリアルタイム化→自工程完結不具合連絡のリアルタイム化→自工程完結



Before After

3．開発システム ②射出成形：材料発注

目視による管理を廃止→材料発注を自動化目視による管理を廃止→材料発注を自動化

✓ 目視による在庫確認・発注

✓ 手配忘れや入荷タイミングの
ズレが発生

✓ 生産実績データをもとに消費量を捕捉

✓ 閾値を超えると発注フラグ→自動注文



Before After

手書き作業廃止→ネットワーク管理手書き作業廃止→ネットワーク管理

3．開発システム ②射出成形：成形条件

✓ 手書きにつき作業が煩雑

✓ 外国人には任せられない作業

✓ 成形条件の自動記録

✓ クライアントPC端末で監視可能



Before After

株式会社ハーモ
除湿乾燥MDRⅡ

自動取得データで一貫設備として状態一覧化自動取得データで一貫設備として状態一覧化

3．開発システム ②射出成形：温度条件

✓ 温度管理の慢性的な業務負担

✓ 機器状態の一覧化
✓ クライアントPC端末で監視可能
✓ 異常監視・アラート・分析機能付与

金型温調機 材料乾燥機

製品名 稼働状態

成形機 材料乾燥機 金型温調機

BS001 OK OK OK 稼働

BS002 OK OK OK 稼働

BS003 OK
スタンバイまでXX分

NG

スタンバイまでXX分

NG
休止

機器状態

製品A

製品B

製品C
乾燥完了まで12ｈ温め完了まで40分



3．開発システム ③製品検査

Before After

✓ 目視検査はバラツキが多い

✓ NGとOKの限度違いが判定不可

✓ 約1個/秒で製品を良否判断

✓ 不良品の取りこぼし削減

✓ 回数を重ねるごとに精度向上



3．開発システム ⑤各種レポート管理

リアルタイム情報発信→現場の自工程完結リアルタイム情報発信→現場の自工程完結

✓ 3段階を経て通知完了

✓ 情報の自動吸い上げ、現場への即時発信

！

Google

フォーム
Google

スプレッドシート メール

データ 通知
リマインド通知

不具合データ蓄積シート

4h毎
更新



企画・総務
③総務経理部、④生産管理担当

生産現場
②技術部 成形部門

森 裕次郎（事業担当者）

【主な業務】
✓ 生産現場に関する情報提供
✓ 生産・検査に関わる個別システムの開

発・品質確認・実証

【主な業務】
✓ 会社組織に関する情報提供
✓ グーグルアカウントその他管理
✓ 全体設計・実行・管理

【主な業務】

◆ 「alcom-DX 2.0プラット
フォーム」開発

◆ 組込み予定の個別システム
開発・実証

◆ 全体設計・実行・管理

4．実施体制

代表取締役 ①茄子川 直人

構成員①（申請者）
㈲エム・エス・情報システム

【主な業務】
✓ 「alcom-DX 2.0 プラットフォーム」

品質確認

構成員②
㈱アルコム

連携
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7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

開発

全体

★
ヒアリング審査

★
現地確認

5．実施スケジュール

★
遂行状況
報告

金型品質管理システムの開発・導入・実証

「alcom-DX 2.0 プラットフォーム」設計

各種レポート一元管理システムの開発・導入・実証

射出成形管理システムの開発・導入・実証

製品検査エッジAIの導入・実証

「プラットフォーム」
課題抽出・修正・まとめ

★4/20
実績報告

★
交付決定
事業スタート



【alcom-DX 2.0 の期待効果】

１．Qの効果：自工程完結→品質向上

２．Cの効果：人件費削減

３．Dの効果：リードタイム短縮

6．期待効果と目標および実証方法

実証方法：QCDを導入前後で比較実証方法：QCDを導入前後で比較

Q
検査所要時間、検査数、不良品ピック
アップ数や結果内容の違いを検証

不良品検査精度5％向上

C
人件費（パートタイマー）について、
どのくらい削減できたか検証

パートタイマーの人件費5％削減

D

不具合連絡の回覧および共有のリード
タイムがどのくらい短縮できたか計測

リードタイム5％削減

成形部門のリードタイムがどのくらい
短縮できたか測定

リードタイム5％削減

【総合分析】

時間対効果

など

【ゴール】

「alcom-DX 2.0 プラットフォーム」を構築し、AIセンサーやIoTを駆使して無人稼働領域を拡大
し、QCDそれぞれの面で効果を発揮し、「スマート工場」として生産性向上モデルを創出する。

【ゴール】

「alcom-DX 2.0 プラットフォーム」を構築し、AIセンサーやIoTを駆使して無人稼働領域を拡大
し、QCDそれぞれの面で効果を発揮し、「スマート工場」として生産性向上モデルを創出する。

5%目標5%目標



7.成果報告

Q

検査所要時間、検査数、
不良品ピックアップ数
や結果内容の違いを検
証

・検査所要時間 : (目視)5秒/個→（検査装置）1秒/個→80％削減
・不良の発生頻度はまちまちだが、取りこぼしがなくなったことで生産性が約25％アップした。

（例）1リール30,000個の製品
目視の場合

1リール目で不良を見つけられず、2リール目も生産又は検査→
→そのまま出荷→60,000個の不良流出

検査装置の場合
1リール目で不良を検出→2リール目の生産前に不良原因を調査・改善→

→2リール目生産・検査→出荷→不良流出ゼロ、不良数は目視の1/2

C

人件費（とくにパート
タイマー）について、
どのくらい削減できた
か検証

パートタイマ－（＠950）1日（4.5ｈ）の業務

D

不具合連絡の回覧および共
有のリードタイムがどのく
らい短縮できたか計測

紙媒体→3日（22.0ｈ）
電子媒体→即共有

成形部門のリードタイ
ムがどのくらい短縮で
きたか測定

異常発生時の対応が早くなり、生産性向上につながった。

検査 その他業務

目視検査
3ｈ
2,850円

1.5ｈ
1,425円

検査装置 66％削減
4.5ｈ
4,275円

その他業務へ

翌朝からの
生産に備え
夜間に
乾燥機を
オン

不具合に
より

ストップ

！

夜勤者に
連絡し
再始動

8：30より
正常稼働！

8：30乾燥
機再始動

成形機稼働は
夕方17時💧

After

Before
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8．事業経費明細

項目 トータル時間

MSJS 1 239

AL 2 577

MSJS 1 373

AL 6 1,678

MSJS 1 24

AL 3 361

MSJS 1 58

AL 1 154

3,464ｈ

人数

１．人件費

1 金型品質管理システムの開発・導入・実証

5 「alcom-DX 2.0 プラットフォーム」全体設計・開発

1と同時開発のため、1に含む

2 射出成形管理システムの開発・導入・実証

3 製品検査エッジAIの導入・実証

4 各種レポート一元管理システムの開発・導入・実証

　　MSJS＝㈲エム・エス・情報システム、AL＝㈱アルコム
合計



※製造ライン設計や人事評価制度
は会社ごとに異なるため、カスタ
マイズ前提の「 DX プラット
フォーム」として、中小製造業の
個別問題を解決する、提案型ビジ
ネスとする予定である。

9．ビジネス化の展望

「製造業のためのAI・
IoT組込みDXプラット
フォーム立上げ支援サー
ビス（仮称）」を2023年

度中に立上げ予定

「製造業のためのAI・
IoT組込みDXプラット
フォーム立上げ支援サー
ビス（仮称）」を2023年

度中に立上げ予定



宮城県内にある中小製造業のAI・IoT普及のための企画です。

今後も継続して、開発に取り組んで参ります。

有限会社 エム・エス・情報システム

株式会社 アルコム

10．おわりに
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